コンピュータの構成要素

コンピュータの５大装置

入力装置（input unit）
データやプログラムなどを入力（input）するための装置

出力装置（output unit）
コンピュータで処理した結果などを出力（output）する装置

記憶装置（storage）
入力されたデータやプログラムを記憶する装置

演算装置（arithmetic and Logic unit）　算術論理演算装置とも言う。数学的な演算や論理演算を行う装置。略してALUと言う事もある。

制御装置（control unit）
コンピュータシステムの各構成装置を制御する装置。

· 演算装置と制御装置、コンピュータの心臓部であるこの二つを合わせて中央処理装置（central processing unit）あるいはプロセッサ(processor)と言う。略してCPUとも言う。マイクロコンピュータの場合はMPU(micro processing unit)あるいはマイクロプロセッサ(micro processor)という事もある。

入力装置の例
キーボード、マウス、カードリーダー

出力装置の例
プリンター、ディスプレイ

記憶装置の例
メモリ、ハードディスク、フロッピー、MO、CD、DVD

コンピュータの種類

スーパーコンピュータ
最先端の技術を応用して膨大で複雑な計算を超高速で行うためのコンピュータ。利用目的は限定的で気象予測や人工衛星の制御、原子力発電や複雑な各種シミュレーション等で利用される。

汎用コンピュータ
事務処理、科学計算を問わず高度な処理能力を持つ汎用性の高いコンピュータ。一般に大型コンピュータ、メインフレイムと言えばこのタイプを指す。従来企業や研究所の計算機センタなどで中心的に活用されていた。ホスト（host）マシンと呼ばれることもある。最近はパソコンを利用したサーバー・クライアントシステムの台頭で敬遠される傾向にある。

ミニコンピュータ
小企業や研究室単位で手軽に使えることを目的に開発された、小規模の汎用コンピュータ。UNIXやC言語を生む原動力になった。名前から想像するよりははるかに大きい。

オフィスコンピュータ
企業などの事務処理を目的としたコンピュータ。 オフィスオートメーション（OA）の中核機器として活躍してきたが最近ではパーソナルコンピュータの高機能化でその役割を終えようとしている。

ワークステーション
パーソナルコンピュータが個人用として発達してきたのに対し、主に研究開発分野などで、小回りのきく高度な小型コンピュータとして発達してきた。
概ねパーソナルコンピュータより高性能なものが多い。

パーソナルコンピュータ
マイクロプロセッサを使った個人用途としてのコンピュータで日本ではパソコンと略されることが多い。
現在では机の上に置くことを想定したデスクトップ型と持ち運びを前提としたノート型と呼ばれるものがある。

マイクロコンピュータ
形状的には電子部品であるが、超小型のコンピュータで各種家電や自動車などにも組み込まれ機械の動きを制御するためのコンピュータ。マイコンと略されることもある。

